
ム，アンペア，ファラデー，英国の生んだ稀世の科学

者マクスウェル，ドイツ科学者のヘルツなどの先覚者

の学説を師と仰いで学び，イタリアの青年実業家マル

コーニ以下の技術を尊敬し，志を同じくする者であり

ます．かくて我々は「朋」であるか「友」であり，あ

るいはそれらを兼ねた「朋友」でもあります．

八木先生は「無線学は非常に魅惑的のもの

（fascinating subject）であって，一度この研究をした

ものは一生抜け出せない」と著書に書いておられます．

皆様も，そして私も然りです．

RFは“Radio Friend”とも読まれます．この雑誌

を手にされる皆様は，私には初対面のお方とは思われ

ないのです．それは何年も何十年もの昔から，無線を

通じて知り合っていた老朋友と，私には思われてなり

ません．

私が創立したアンテナ技研㈱の玄関には，マクスウ

ェル，ヘルツ，マルコーニの肖像写真が掲げられてあ

ります．応接室に入れば長い鬚
ひげ

の八木先生の温顔，資

料室にはニューマン文書（複製）が展示されています．

「道に剣客に逢わば　即ち剣を談ずべし」の禅語が

あります．

朋友よ，共にRFを談じては，心の琴線にふれあい，

共振の楽しみを共にしようではありませんか．

このたびRFワールド誌創刊の辞の執筆依頼を受け

ましたことは，身に余る光栄であります．

“Radio Frequency”といえば，私が思い浮ぶのは，

日本の艦隊が明治38年にロシアのバルチック艦隊を

対馬海峡に迎え撃った日本海海戦です．大勝した要因

の一つは，わが国が独自に開発した無線電信機によっ

て，敵艦隊の位置や進行方向をいち早く通報したこと

にあるといわれます．この大勝が日露戦争の決をきめ，

日本は開国40年近くにして，世界五大列強となりま

した．

しかし，その40数年後の太平洋戦争では，敵の優

秀なレーダーによって敗れたといっても過言ではあり

ません．

初期のレーダーに使われていたのは，東北大学の八

木秀次教授と宇田新太郎教授が発明した八木・宇田ア

ンテナでした．このことは日本軍がシンガポールを占

領したときに分捕った，敵の秘密文書（ニューマン文

書）によって判明したのでした．

日本の国土は空襲によって焼土と化しましたが，戦

後，国民は立ち上がり産業は復興しました．電気関係

では，多量廉価生産に成功し，RF分野では外国技術

を真摯に吸収しました．

こうして奇跡の復興を遂げ“Japan as No.1”とも

称される経済大国となりました．しかし，残念ながら

槿 花
　きんか　

一朝の夢，現在は厳しい状況下にあることは皆

様ご存じの通りです．

さて，現代科学の最先端を行くRF工学とは離れて，

中国古典の代表的な「論語」の開巻冒頭の章句は，

学びて 時に之
コレ

を習う，亦
マタ

説
ヨロコ

ばしからずや．

朋
トモ

遠方より来たる有り，亦 楽しからずや．

であります．

本誌読者の皆様は，私と同じく無線を専門とするか，

あるいは深い興味を有する方でありましょう．無線の

深遠な学理を勉強したり研究することは非常な困難と

苦しみがありますが，それを解決したときの喜びが非

常に大きいことは皆様同感のことと思います．

明治23年に発布された教育勅語には「朋友相信ジ」

とあります．朋友とは中国の古典「礼記」に，

同師曰朋……師を同じくするを朋
ホウ

と曰
イ

い

同志曰友……志を同じくするを友
ユウ

と曰
イ

う

とあります．このように同門の者が「朋」であり，同

志の者が「友」なのです．

われら無線関係の者は，古くはクーロン以来，オー
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